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1. はじめに 

ALOS−2/PALSAR-2で撮像された吾妻山周辺のデータについて干渉解析を行った。2018年 12月以降は、

ノイズレベルを超えるような位相変化は認めらない。 

 

2. 解析結果 

第１表に示すペアで干渉解析を行った。2018 年６月８日-2019 年５月 10日（Fig.1）のペアにおいて

大穴火口付近で衛星視線方向短縮の位相変化が認められ、最大の変位量は約 9㎝である。2018 年６月８

日-2018 年 12 月７日（Fig.2-A）のペアでも同様の位相変化がみられるが、2018 年 12 月７日-2019 年５

月 10日（Fig.2-B）のペアではノイズレベルを超えるような位相変化は認められない。2018 年 10 月-11

月にかけて火山活動に伴う地殻変動が急速に進行したと推定されているが、2018 年 12 月以降、その変

動は停滞している。その後の観測でもノイズレベルを超える変化は認められない。なお、各干渉解析結

果について、電離圏遅延補正を行っていないため、ノイズが重畳している可能性がある。 
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第１表 干渉解析に使用したデータ 
Table1 ALOS-2/PALSAR-2 data used in this study 

  

Path-Frame Orbit Looking Inc. angle Earliest Scene Latest Scene Conf. Figure No. 

126-740(SM1_U3_12) Asc Right 50.6° 

2018.06.08 2019.05.10 144 Fig. 1 

2018.06.08 2018.12.07 144 Fig. 2-A 

2018.12.07 2019.05.10 144 Fig. 2-B 

124-750(SM1_U2_6) Asc Right 32.4° 2021.05.25 2022.04.26 150  

18-2860(SM1_U2_8) Des Right 39.6° 2023.08.31 2023.11.23 153  

＊ 2024 年 10 月 31 日受付 
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第１図 パス 126（SM1_U3-12）による吾妻山周辺の干渉解析結果（期間：約 1 年） 

白三角印は山頂位置、丸印は GNSS 観測点、四角印は傾斜観測点、白破線丸は大穴火口の位置を示している。

大穴火口周辺で最大で約 9 ㎝の衛星視線短縮の位相変化が認められる。 
Fig.1 Ground displacement Interferograms generated from ALOS-2/PALSAR-2 data for path 126 (SM1_U3-12). 
One full repetition of the color scale in interferograms represents a displacement of 11.9 cm in the line of sight (LOS) of 
the satellite. A phase change in the LOS shortening of about 9 cm at maximum is observed around the “Oana” crater in 
the center of the figure. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第２図 パス 126（SM1_U3-12）による吾妻山周辺の干渉解析結果（半年ごと） 

A では大穴火口周辺で最大で約 9 ㎝の衛星視線方向短縮の位相変化が認められるが、B ではではノイズレベル

を超えるような変動は認められない。 
In Figure A, a phase change of the LOS shortening of about 9 cm at maximum is observed around the “Oana” crater, 
while in Figure B, no variation exceeding the noise level is observed. 
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